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ほ．物理教育および物理教育の研究  
【1】物理教育（久保健）  
物理学系所属教官のほとんどは第一学群自然学頸物理学主専攻の専門教育を実施し  
ている。その他に、第3学群基礎工学顆・情報学質・工学システム芋類を除く全学類・専門  
学群における専門基礎科目・基礎科目としての物理学の教育を実施している。  
また物理学系のほとんどの教官は5年一貫制大学院博士課程である物理学研究科、および、  
修士課程である理工学研究科での授業および研究指導を担当している。一部の教官は修士課  
程である教育研究科においても、授業および研究指導に当たっている。また物理学研究科で  
は、県内の他研究機開との連携大学院の制度を実施している。  
自然学弄および物理学研究科における物理教育の状況についてほ下記の文書等を参  
照されたい。  
・「自然学類」  
自然学禁（自然学類入学案内）、解説授業科目一覧、  
総合科目ガイドブック、自然学類シラバス（物理学主専攻）  
・「物理学研究科」  
筑波大学大学院博士課程物理学研究科（入学案内〉、  
物理学研究科授業案内、大学院便覧  
自然学頬では大学教育大網化に先立ち大規模なカリキュラム改革が行われたが、その実施後、  
数年を経た現在カリキュラムの見直しを行うぺき時期に当たっている。そのような認識にた  
って平成7年度からカリキュラム改革の準備作業に着手したっ まず芋類3年生にたいし現在  
のカリキュラムに関するアンケートを行い、またカリキュラム懇談会を開催した。現在、こ  
れらの結果を集約し、カリキュラム委員会で改革の方向を検討している段階である。  
【2】体験学習  
平成8年3月19・20の両目、物理学に強い関心をもつ全国の高校生93名を対  
象に筑波大字体験学習会が開催され、江崎学長の講演、庶、三明、玉野、押山、中本の5名  
による講義、実験（責任者古野）、プラズマセンター、加速器センターの見守、本学学生に  
よる学生生活体験談、懇談会等が行われた。出題された課題に対するレポート提出者は59  
名であった。レポートからは、参加者の満足度が高く物理学に対する勉学意欲が高められた  
事が認められる。50名の募集人員にたいして200名の応募者があり、書類選考によって  
93名の参加を許可した。  
【3】物理の先端的トピックスの物理教育用モジュール化（原康夫）   
平成5－7年度に科学研究費による総合研究（A）として実施されている「大学初年級向  
け物理教材モジュールの開発と評価」（研究代表者：阿部龍蔵）の「物理の先端的トピック  
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スの物理教育開モジュール化」の研究分担として、素粒子をテーマとする教材モジュールを  
作成した。   
総合研究（A）「大学初年級向け物理教材モジュールの開発と評価」研究成果報告書、平  
成8年3月、46－54頁。  
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科学研究費補助金一般研究（C）「外国人科学者・技術者のための上級日本語教材の作  
成と刊行」（平成7年度〉の研究代表者として、1993年に出版した田上著「外国人のた  
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